
用宗緑地市場調査型・実証実験 実施結果

【実施内容】

募集期間：令和６年５月３日(祝：金)から令和７年３月31日(月)まで（※参加申込期限：令和７年３月14日(金)）

出店場所：用宗緑地４丁目ブロック

令和７年３月14日(金）

【実施結果】

出店者数：５者（飲食物：アイス・かき氷・ポテト・焼き菓子等、衣類・雑貨）

出店時期：夏季（７月下旬から８月上旬）及び元日

出店場所：用宗緑地４丁目ブロック

内 容 出店者からの意見

来客数・売上

・夏季(平日)の飲食店の来客数４名程度、売上は3,000円程度
・ 〃 (休日：海水浴場開設期間)の飲食店の来客数10～20名程度、売上は4,000～7,000円程度
・ 〃 の衣類販売は来園者が多いわけではないため、臨時出店での衣類の販売は難しかった
・元日の飲食店販売は来客数50～70名程度、売上は20,000～30,000円程度

対象地での事業採算性、
安定性、市場ニーズの感触

・南海トラフ巨大地震注意報が出ていたこともあったが、海水浴場開設期間でも商売になるよう
な売り上げにならなかった。

・元日は初日の出を見に来る方が多く売り上げを確保することが出来る。短時間で多くの来客が
あり営業しやすいが、日の出後は人がいなくなってしまう。

対象地で事業を本格実施
する上での課題

・夏季は暑さの影響からか来園者の滞在時間が短く、近隣の屋内で休憩できる店舗を選ぶ傾向が
あった。

・夏季は暑さの影響から出店者側も長時間営業することは難しい状況であった。

本格実施された場合の
参加の意向

・イベントに合わせた出店であれば希望したい。
・売上を確保することが難しいため通常期の出店は難しい。元旦の出店募集があれば希望したい。

その他自由意見
・海水浴場の来場者はあまり海岸から上がってこない印象を受けた
・パラソルや浮き輪の販売がないか何度か声をかけられた
・ビールなどの酒類のニーズはあったが、海水浴場であるため事故が起きないような配慮が必要
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